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本書を、17世紀後半から現在に至るまでのあいだに、この地域で生ま

れ生活し、亡くなられたすべての人々に捧げます。
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文序

この報告書は、県営ふるさと農道緊急整備事業に伴い、平成12年度に実施した、人反田。)‖子地区墓

地群と人反田遺跡における埋蔵文化財発掘調査の報告書であります。

この調査により、近世の墓地群、古代の遺物などが検出され、南九州の当時の歴史を解明するうえで

多大な成果をあげることができました。

この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残した私たちの文化遺産であり、これらの成果を活か

すことが、我々に課せられた重大な責務と考えております。本書が町内に所在する文化財の保存に役さ

れ、また本町の学術資料として学校教育、社会教育などに幅広く活用頂ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から感謝を申し上

げますぉ

平成17年 3月

高岡町教育委員会

教育長 中山 芳教



例  言

1 本書は、県営ふるさと農道緊急整備事業に伴い、2000年度 (平成12年度)に実施した坦蔵文化財発

掘調査の報告である。

2 八反田・サキ1子地区墓地群より出土した古人骨について、その鑑定を峰和治氏 (鹿児島大学)に依頼

し、玉稿を賜った。それを、第Ⅳ章第 1節に掲載している。

3 現場における測量。実測作業は、一部を (有)ジパング・サーベイに委託し、他を島田正浩 。今城

正広・藤木 (廣田)晶子が行なった。

4 人反田・サH子地区墓地群より出上した金属製品の保存処理および木材樹種同定、遺物成分分析を

(株)吉田生物研究所に委託した。

5 遺物の実測・拓本・製図は (高岡町教育委員会)の協力を得て、

島田・藤木が行なった。金属製品の実測・製図の一部は、株式会社九州文化財研究所に委託した。

6 現場における写真撮影は、島田・藤木が行なった。

7 八反田遺跡の遺跡呑号は335、 人反田・川子地区墓地群の遺跡番号は336である。出土遺物は高岡町

教育委員会に保管している。遺物の注記は、「遺跡番号―遺構番号/包含層層位一遺物取上番号」を基

本とし、収蔵番号については、「報告書シリーズ番号十報告書内遺物番号」としている。

8 本書の執筆は、第Ⅲ章第 1節 2を 島田が、第V章 3と 表 3の墓碑を今城が、その他及び編集は、藤

木が行なった。

凡  例

1.法量の単位は、遺構は「m」、遺物は「cm」 である。

2.墓標の文字について、異体字や略字、旧字体は、現在の文字に直して表記した。

3.墓石の型式については、第 5図に示している。

4.「第Ⅱ章 八反田・川子地区墓地群の調査」で用いる用語は下記の意味を持つ。

墓石について

墓 碑・・墓石に記される文字

墓 標・・墓碑が記された本体部分

台 石 。・台座の石

花燈形・・墓標正面の成名を記す位置に一段掘り込みを入れた部分

蓮華文・・正面墓碑の下の花弁文様

条 線・・墓標の頭部に彫り込まれた数条の溝

刻 字・・墓碑を楽研堀に掘り込むもの

墨 書・・墓碑を墨で書くもの

地下遺構について

土 境・・遺体が埋葬された穴

と
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「

第 I章 はじめに

第 1節 調査の経緯と組織

1 調査経緯
遺跡は、宮崎県東諸県郡高岡町大字上倉永 311-4番 地外に所在する。調査の契機は、まず、平成

11年 2月 に文化財の有無についての問い合わせがあった。そして同年 4月 に、ふるさと農道建設に伴う

仮設道の設置について、宮崎県中部農林振興局 (以下県振興局)と 町教育委員会とで、埋蔵文化財の取

り扱いについての協議が行なわれた。その中で全体計画が示され、仮設道も含めて周知の遺跡にかかる

ことから、路線内の分布調査を実施することとなった。 5月 に町教育委員会が宮崎県教育委員会文化課

(以下県文化課)立ち会いのもと分布調査を行ない、さらに6月 29日 から7月 15日 で確認・試掘調査を

行ない、 8遺跡14箇所で遺跡の保存状況が良好であることがわかった。その結果をもとに7月 末から8

月にかけて県振興局、高岡町農村整備課、県文化課、町教育委員会とで協議を行った。その結果、人反

田・川子地区墓地群および八反田遺跡の調査を行なうこととなった。

調査期間は、平成12年 7月 8日 から10月 11日 までである。

2 調査組織

調査主体 高岡町教育委員会

調査

2000年度 (平成12年度)

教 育 長

社会教育課長

文化財係長

主   査

主   事

主   事

中山 芳教

四位 行治

黒木 敏幸

島田 正浩

今城 正広

廣田 晶子

報告

2004年度 (平成16年度)

教 育 長     中山 芳教

社会教育課長    小岩崎 正

文化財係長     島田 正浩

主 任 主 事     今城 正広

主   事     藤木 晶子

また、調査を実施するにあたり、地権者の方をはじめ関係各位のご理解とご協力を頂いた。また、発

掘調査から整理報告に至るまで、峰和治 (鹿児島大学)、 大橋康二 (佐賀県立九州陶磁文化館)、 橋口亘

(坊津町教育委員会)、 松林豊樹・和田理啓 (宮崎県文化課)、 赤崎広志・福田泰典 。柳田晴子・丹俊詞

(宮崎県埋蔵文化財センター)各氏のご指導・ご助言を得ている。記して深謝の意を表したい。(順不同、

敬称略)

第 2節 遺跡の立地と周辺の環境

1 地形的環境
高岡町は山林が70%以上を占める。その町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによって形成さ

れた河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望できる。この大淀川に起因する自然環境が大きく

人々の生活を左右していたことはいうまでもなく、しかるに歴史的要因にも導かれていた。高岡町の地
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形について合原彼幸氏 (1)は「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層群に属す

る砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、一部玄武岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含まれる。

内之八重付近の砂岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャートが見られる。高岡

山地西部には、古第三紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、高岡山

地を南北に横切る高岡断層によって前述の白亜紀の層に接している①高岡町の中心部付近及び高岡山地

北部には、新第三紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。本層は

四万十累層群を傾斜不整合の覆う海成層で、貝、カニ、ウニ等の化石を含む。さらに、町中心部付近に

及び西部は宮崎層群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラスからな

る姶良噴出物、及び主に礫、砂シルトからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山噴出物は急傾

斜とその上の広い平坦面や暖斜面から形成される台地状の地形を有している。沖積層は、大淀川、浦之

名川、内山川、飯田川等の河川流域沿いに分布している。」(高岡町埋蔵文化財調査報告書12集より抜粋)

としている。 (1)高岡町役場職員

2 歴史的環境

旧石器時代  遺跡の多くは台地あるいは河岸段丘上で確認されている。町内最古の遺跡は、小山田・

高浜地区の一連の河岸段丘状で確認されている。高野原遺跡第 4地点と永迫第 1遺跡、永迫第 2遺跡

である。高野原遺跡では、 9層 (姶良Tn火山灰下位)か ら、接合資料、スクレイパーや石核など合

む石器群と、日東産黒耀石製ラウンドスクレイパー 1点からなる石器群とが出上した。永迫第 1遺跡

ではナイフ形石器製作ブロックが検出された。姶良Tn火山灰上位の遺跡は、向屋敷遺跡で礫群 (報

告原文では集石遺構)と ともにナイフ形石器やスクレイパーが出土した。高野原遺跡第 1・ 2地点で

も、層位的に不安定ながらナイフ形石器、スクレイパーといった遺物の出上がある。永迫第 1遺跡で

は剥片尖頭器が出上している。また、野尻町に近い一里山地区では、剥片尖頭器が採集されたほか、

小田元第 2遺跡で、姶良Tn火山灰直上から細石刃文化期までの 4時期の旧石器文化層が確認され、

高岡町内における旧石器時代編年作業にとっても重要な資料となった。久木野遺跡第 8地点では、ナ

イフ形石器、台形石器群が 3文化層確認された。

縄文時代  草創期資料は、茶屋原遺跡で爪形文土器が出上したのみである。早期の発掘調査例は多く、

天ヶ城跡、宗栄司、久木野 (1区～ 4区 )、 橋山第 1、 橋上、人久保第 2、 榎原、中原、的野、高野

原、永迫第 1、 永迫第 2の各遺跡が挙げられる。土器の様相をみると、天ヶ城跡では、押型文土器と

桑ノ丸式上器が大半を占め、その両者の折哀土器も出上している。橋山第 1遺跡は、前平、吉田、下

剥峰、桑ノ丸、平4rF、 塞ノ神、苦浜、押型文等の各型式の土器が出土した。また、永迫第 2遺跡では

アカホヤ火山灰下位から央状耳飾が出上した。永迫第 1遺跡では帖地型石鏃製作ブロックが確認さ

れた。各遺跡の遺構は、集石遺構や陥し穴状遺構が中心で掘り込みや柱穴をもつ住居は現時点では検

出していない。前期は久木野遺跡第 1区、永迫第 2遺跡などで確認されている。中期は同じく久木野

遺跡で春日、大平の各型式のものが出上している。後期は的野遺跡で阿高系・岩崎下層式、綾式土器

などが出土した。橋山第 1遺跡では阿高系の上器や疑似縄文の上器が出土した。さらに久木野遺跡で

は円形竪穴住居跡とともに北久根山式が出上している。城ヶ峰遺跡では市来式や北久根山式が出土し
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た。晩期は黒色磨研土器が学頭遺跡から出上している。

弥生時代  後期資料の調査例が多く、前～中期の調査例は少ない。標高15m程の微高地状のところに

位置する学頭遺跡からは、断面V字状を呈する溝状遺構や竪穴住居跡が検出された。舌状の丘陵先端

部の位置する的野遺跡では、後期の土娠墓が検出された。

古墳時代  集落遺跡の調査は人児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では 2軒の竪穴住居

跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、人児遺跡は側壁にカマ ドが付設された竪穴住居跡

(7世紀代)な どが12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源である低地に

位置しており、該期集落の一端をみることが出来る。次に、墳墓遺跡の調査は久木野地下式横穴墓群

がある。これまで 4基の調査がおこなわれ、人骨とともに鉄斧や玉類が出土し6世紀前半としている。

また、町内には 3基の円墳 (県指定古墳)がある。その古墳付近で、耕作中に壷が 2点 と鉄製品が発

見されている。

古代  高岡周辺は承平年間 (931～938年)の和名抄によると、その当時は「穆佐郷」といわれていた。

それより遡る時代の遺跡が最近の調査で確認されている。一つは蕨野遺跡で、大淀川北岸の丘陵 (大

字花見)に位置し、 9世紀後半の上師器の椀、皿などを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。三

生江遺跡や的野遺跡からは同時期の越州窯系青磁椀や緑釉陶器などが出上している。また、宗栄司遺

跡や二反野遺跡で土師器椀が出土している。古代の墳墓としては、人児遺跡から胡洲鏡、鈴、石鍋等

を副葬した土媛墓が検出されている。

中世  建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝期

を経て、島津氏と伊東氏の対立を迎える。その中心となったのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏が

九州の拠点としたことからはじまる。その後、島津久豊 。忠国の居城、そして伊東氏48城のひとつと

なっていく。平成 3年には穆佐城の縄張り調査を実施し、その成果として、南九州特有の特徴をもつ

とともに機能分化のみられる山城であることがわかった。そのような中で、穆佐城周辺の大淀川沿い

にも小規模な山城が点在し、戦国時代から近世へと移っていく。

近世  中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だったのに対して江戸の時期になると天ヶ城周辺に一変

する。鹿児島藩は、天ヶ城と穆佐城の裾地に多くの郷士を移住させ麓を形成させた。そして、綾、倉

岡とともに関外四ヶ郷として、特に高岡郷はその中心として鹿児島藩の東方の防衛の要として発展す

る。高岡の地頭仮屋を中心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群

に分割されている。 調査はすでに12箇所以上で実施され、町屋を調査した第 1地点では大火跡と思

われる焼土層の下から素堀の井戸や土坑を検出した。さらに、第 5地点では郷士屋敷群の一角を調査

し建物跡や陶磁器類を検出、第 8地点では武家門の下部構造を明らかにした。既刊の近世期の発掘調

査は高岡麓遺跡だけに留まっているが、道路脇などの石塔類からも当時の状況を知ることができる。

3 遺跡の立地

八反田 。川子地区墓地群は、宮崎層群を起源とする礫層からなる丘陵上に位置する。墓地群からは、

南に広がる平野部や東流する江川を一望できる。人反田遺跡はヽ墓地群から北西側へ続く丘陵の東斜面

に位置する。江川流域の遺跡には、的野遺跡、学頭遺跡、人児遺跡などがある。
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第Ⅱ章 八反田・ナII子地区墓地群の調査

第 1節 調査の経過と方法

1 墓地改葬と調査対象時期について
人反田・ナ|1子地区墓地群は、近世から昭和50年代まで使用されていた墓地である。その後、共同墓地

へ移設する事となる。上倉永字林昌1837-1外に共同墓地が建設され、昭和57年 8月 17日 、県から墓地

経営の許可を受ける。縁故者のわかる墓については改葬が行なわれ、林昌共同墓地へと移された。従っ

て、遺跡に残存する墓は、すべて無縁墓である。それらの無縁墓のうち、近世のものを対象に、外表遺

構である墓石と、地下遺構である土娠の発掘調査を行なった。

2 墓地群の位置 と細分

人反田・ナ|1子地区墓地群は、字人反田と字川子にある2カ 所の墓地群の総称である (第 3図 )。 人反田

地区は、 4つの墓域 (地区)に分けることができ、最も広い地区をA区、その東に位置する地区をB区、

南に位置する地区をC区、西側の地区をD区 とする。さらに、調査範囲からは外れるが、D区の西側に

尾根に沿った形で比較的新しい墓地が形成されている。これらの墓地へと登る墓道は人反田集落側であ

る北側に登 り口が設けられている。墓道はB区の手前で分岐し、B区の西側を通りA区やD区へと続く

道と、B区の東側を通りC区へ続く道とに分かれる。主要墓道は前者のA区 を通る道である。

川子地区は、上段のE区、下段のF区に分けることが出来、 E区の上段にも調査対象範囲外の墓地が

ある。墓地には、川子地区の集落側から登る階段が設けられている。

3 調査抄録

平成12年 7月 8日 から墓地群周辺の伐採・除草、調査用杭打ちなどを行った。19日 から墓地群地形測

量を始め、24日 に墓石の移動といった本格的な調査を開始した。作業員駐車場として、墓地群下の土地

を借 りた。また、作業率と衛生面を考慮した水道・ベルトコンベアー使用のための電気を設置した。墓

地内には近代以降の墓石もかなりあり、近世墓石のうち位置の復元ができないものとともに、地権者の

指定した調査範囲外に移動した。移動は、危険な作業であるため、墓石専門の業者に依頼した。その際

に、近世墓標の文字は全て記録した。緊急を要する調査で時間がなかったため、対空標識を用いたデジ

タルカメラによる撮影を行ない、図化は室内作業で行なった。復元できる墓石については元の位置に戻

し、個別の写真撮影と実測を行なった。墓石の実測は業者に委託した。並行して、重機及び人力での表

土剥ぎを行ない、墓石の検出状況の空中写真撮影を実施した。

8月 22日 、全ての墓石を移動し、土媛の検出を開始した。近年の改葬によって掘られた穴の中に大量

の墓石が廃棄されておりその撤去作業をチェーンブロックなどを使って行なったが、予想以上に困難を

極めた。また、コンクリートの円筒形容器や骨壺、衣類などが見つかったが、以下に記す様に、その都

度、県中部農林振興局担当者・警察・保健所にそれぞれ連絡し(指示に従い対処した。

D区掘削中にコンクリート製円筒状容器と蓋が検出された。県保健所に連絡し、 8月 29日 に、同職員
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2名が来跡も消毒液 3本を容器の中と周辺に流す処置を行なった。①この容器やその他の墓の菌につい

ては心配しなくても良いこと、②周辺は発掘調査で触らない方がよいこと、③土中は酸素が少なく破傷

風菌が繁殖し易いため手袋を付けて作業した方がよいこと、などの指導を受けた。

また、同日、E区より、骨壷と衣服、歯が出上した。骨壷は、地区の住民の方が共同墓地への改葬を

行なわれた。高聞警察署に連絡し、 9月 4日、同職員1名が来跡。以前墓地であった場所のため、衣類

は|、 感染防止のため、噴霧器による機材の消毒や石けんによる手洗いを徹底した。土渡の

十楓駅
°

5

雨匈暉ロ

第 4図 A～ D区墓石配置図
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掘削中に、未改葬の近代以降と考えられる人骨も確認され、それらの上墳は、掘削を中止した。近代以

降と考えられた人骨やコンクリートの円筒形容器は、その位置を示した図面とともに、調査終了後、そ

のままの状態で、中部農林振興局に引き渡した。整理作業中に明治以降の所産と判明した土媛 (6号土

媛)は本書に掲載している。 9月 6日 に、 B区で新しい人骨 1体全体が発見された時は、翌週14日 に、

警察に報告を行なった。特に指導はなかった。この段階で当初予定していた 9月 中の調査終了は困難と

わかり、中部農林振興局に10月 中旬までの調査期間延長を申し出、承諾を得た。

本来の目的である近世土娠は表土をさらに掘 り下げなければ検出できず、人力と童機によって掘削を

続けた。いくつかの土媛からは古人骨が出上した。古人骨については専門家に取り上げ方の指導を仰い

だ。その他、警・キセル・貨幣などが副葬品として納められていた。土壊の完掘後、個別の写真撮影と

実測を行ない、10月 5日 に、 2度目の空中写真撮影を行なった。10月 11日 に墓地群の調査を終了した。

第 2節 墓石の調査

墓標と台石とが組み合い、墓石の位置が復元出来たものは、計32基確認された。すべて八反田地区の

ものであり、川子地区では皆無であった。内訳は、A区 28基、 B区 1基、 C区 3基である (第 4図 )。

これらの墓石は、現場で 1/5の実測を行なった。但し、墓碑については、写真測量したものを整理段

階で図化した。掲載している個別の墓石実測図は、墓標の正面に合わせて台石のずれを一部修正した。

位置復元が出来ない墓標は、すべての地区で発見された。その内訳は、A区32基、B区 7基、 C区 2

基、D区 32基、 E区33基、F区 8基、八反田地区北斜面 1基で、計115基を数える。これらの墓標につ

いては、調査時に正面と側面を写真測量し、整理作業の段階でデジタル図化まで行なった。本書では

「表 3 墓標観察表」に寸法や墓碑を記し、図面は掲載しなかった。表 3はすべての墓標を年代順に並

べている。

墓石の構成は、まず台石が1段のもの、 2段のもの、 3段のものがある。さらに、墓標の上位に笠が

C
平坦なもの

正
面
形
態

巨旦里旦旦ど
A        B

切妻形 を呈する  寄棟形 を呈す
もの      るもの

1234
平坦なもの  花燈形のあるも 頭部に条線のあ 花燈形と条線の

の       るもの     あるもの

第 5図 墓標の分類模式図

D           E
カマボコ形 を呈   笠付のもの
するもの

渉

―-23-―



乗るものが確認されている。それらの墓標を除いた墓石の構成石の寸法を「表 1墓石構成石観察表」

に示す。

墓標を形態によって分類した (第 5図 )。 まず、墓標の頭部形態で、A切妻形、B寄棟 形、 C平坦、

Dカ マボコ形に分類できる。 C平坦は、上位に笠が付 くものがあり、笠付きをEと した。また、墓標の

正面形態で、 1平坦なもの、 2花燈形を有するもの、 3条線を有するもの、 4花燈形と条線を有するも

のの 4タ イプに分けることが出来る。A～ Eと 1～ 4を組み合わせて、A-1類 (頭部形態が切妻形で、

正面形態が平坦なもの)の様に標記している。分類結果を年代別に表したものが、「表 2墓標年代別集

計表」である。

l A区 の墓石

A区の墓石は28基が確認され、南側と北側の大きく2カ 所に分かれていた (第 4図 )。 墓石間の距離

はかなり狭いものもあり密接している墓石もあった。調査によって判明した土娠との位置関係をみると、

土媛の上位に墓石が位置するものとそうでないものがある。さらに墓標32基 と台石が墓域の端に積まれ

ていた。このようなことから、墓石の配置が、墓作成当時の位置を保っているとは考えにくく、墓石の

移動が行なわれたと考えられる。立っている墓石の墓標に記されている年代と配置を調べた結果、1690

年代～1760年代までの墓石が南側に、1770年代～1860年代のものが北側に配置してある。おそらく、

1770年代に墓石の移動を行ない、新しい墓を掘る空間を作ったのだろう。さらに、後世になって、B区

の西側を通りD区へと登る際の墓道として利用するため、1770年代以降の墓石を北狽1に移動し、現在の

配置状況になったと考えられる。以下、墓石を年代順に掲載する。

12号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.76mである。台石は幅0.41m奥行0.48mを 測る。墓標の形態はB-3類 である。戒名の下に蓮華文を

有する。

ー

元
禄
九
子

鮮
　
本
源
自
性
禅
定
門
塔

三
月
十
五
日

第 6図  12号墓石 (1696年 )
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宝
永
二
乙
酉
天

心
　
香
栄
童
子

四
月
十
九
日

0                    50cm

14号墓石

南側の墓石群であり、正面を東に向けていた。墓石は、

は0.61m、 台石は幅0.41m奥行0.42mを測る。墓標の形態は、

第 7図 14号墓石 (1705年 )

台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

B-1類である。子供の墓である。

0                    50cm

8号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けて
第 8図  8号墓石 (1708年 )

いた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高は0.71m、 台石は幅0.55m奥行0.50mを 測る。

墓標の形態は、A-2類 である。花燈形の下に蓮華文を有する。

14号墓石

宝
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五
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同
一

8号墓石
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第9図 23号墓石 (1709年 )

23号覇

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 2段と―墓標、笠で構成される。笠の上の

宝珠はなくなっていた。墓石の全体―高は143mである。 1段日の台石は高さ0.29m幅 0。53m奥行063mと

厚みがある。 2段目の台石は前後の-2枚0構1成される。幅0.88m奥行0.94mを 測る。笠の寸法は、高さ

α3m幅0.58m奥行OVmである。墓標の形態は、E-2類である。花燈形の下に蓮華文を有する.。

24号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていたo墓石は、台石 2段と墓標で構成される。墓石の全体高

は1,■mである。 1段目の台石は高さ0.31mttα54m奥行0.46mを 厚みのある石である。 2段目の台石は

幅0,71m奥行0185mで、前後 2枚で構成される。前側の台石に花を挿入する孔が 2カ所に設けられてい

る。墓標の形態はA-2類である。花燈形の下に蓮華文を有する。

―-26-―
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第10図 24号墓石 (1710年 )

24号墓石23号墓石
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二
日

第11図 21号墓石 (1714年 )

21号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.67mで ある。台石は幅0.50m奥行0.45mを測る。墓標の形態はA-1類 である。子供の墓である。

0                    50cm

第12図  18号墓石 (1714年 )

18号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台

石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高は0.93mで ある。台石は幅0.57m奥行0.59mを 測る。台石前方

に花挿入の孔が 2カ所に設けられる。墓標の形態はA-2類 である。花燈形の下に蓮華文を有する。

正
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年

18号墓石
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享
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四
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ノ

早
世
　
現
心
童
子
石
塔

十
月
十

一
日

19号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。

は0.63mで ある。台石は幅0.42m奥行0.41mを 測る。

0                    50cm

第13図 19号墓石 (1719年 )

墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

墓標の形態はA-1類 である。子供の墓である。

心
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清
妙
春
禅
定
尼
石
碁

二
月
十
八
日

六
衛
門
女
坊
石

16号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向け

ていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成 第14図  16号墓石 (1721年 )

される。墓石の全体高は0,77mである。台石は幅0.50m奥行0.44mを 測る。台石裏面に竹の文様が彫り込

まれている。墓標の形態はA-2類 である。花燈形の下に蓮華文を有する。

19号墓石

享
保
六
年
丑

16号墓石
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第15図 17号墓石 (1722年)              17号 墓石

17号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.63mで ある。台石は幅0.39m奥行0.38mを測る。墓標の形態はA-1類 である。子供の墓である。

第16図  7号墓石 (1725年 )
7号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台

石 3段と墓標で構成される。墓石の全体高は0.81mで ある。台石は一段目幅0.36m奥行0.34m、 二段目幅

0.50m奥行0.47m、 三段目は幅0.64m奥行0,61mを 測 り、前後 2枚の石で構成される。墓標の形態はA―

2類である。花燈形の下に蓮華文を有する。

0                    50cm

0                    50cm

17号墓石
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22号墓石22号墓石               第17図 22号墓石 (1731年 )

22号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0,70mで ある。台石は幅0.44m奥行0.42mを 測る。墓標の形態はB-3類 である。

9号墓石               第18図  9号墓石 (1737年 )

9号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.46mで ある。台石は幅0.35m奥行0.35mを 測る。墓標の形態はB-1類 である。子供の墓である。
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11号墓石

〓
一一乾

11号墓石               第19図 11号墓石 (1741年 )

11号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.60mで ある。台石は幅0.38m奥行0.36mを 測る。墓標の形態はB-1類 である。子供の墓である。

第20図  20号墓石 (1741年 )              20号 墓石

20号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.67mで ある。台石は幅0.38m奥行0.36mを 測る。墓標の形態はA-1類 である。子供の墓である。
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四
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6号墓石

南側の墓石群であり、正面を南

に向けていた。墓石は、台石 3段

と墓標で構成される。墓石の全体

高は0.92mである。台石一段目は幅

0.38m奥行0.37m、 三段目は幅0.52m

奥行0.52mで前後 2枚の石で構成さ

れる。三段 目は幅0.71m奥行0.67m

を測 り、前 1枚、左右に各 1枚、

後 2枚の合計 5枚の石で構成され、

中心は空洞となる。墓標の形態は

B-2類 である。花燈形の下に蓮

華文を有する。

0                    50cm

第21図  28号墓石 (1748年 )

28号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台

石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高は0,65mである。台

石は幅0.31m奥行0.38mを 測る。墓標の形態はA-1類 である。

子供の墓である。

0                    50cm
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第22図  6号墓石 (1749年 )



o                    50cm

第23図 13号墓石 (1749年 )              13号 墓石

13号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.54mである。台石は幅033m奥行031mを測る。墓標の形態はA-1類である。子供の墓である。
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第24図  10号墓石 (1753年 )              10号 墓石

10号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.66mで ある。台石は幅0.51m奥行0.45mを 測る。墓標の形態はB-2類 である。

26号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 3段 と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.93mで ある。台石一段目は幅0.39m奥行037m、 二段日は幅053m奥行0.53mを 測 り、左右 2枚の石で

構成される。三段目は幅0.71m奥行062皿を測り、前後 2枚の石で構成される。墓標の形態はB-4類

である。花燈形の下に蓮華文を有する。

0                    50cm
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0                    50cm

第25図  26号墓石 (1753年 )

0                    50cm

第26図  27号墓石 (1766年 )

27号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 2段と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.66mで ある。台石一段目幅0,34m奥行0.32m、 二段目幅0.55m奥行0.54mを 測り前後 2枚の石で構成さ

れる。墓標の形態はB-2類 である。花燈形の下に蓮華文を有する。
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1号墓石

第27図  1号墓石 (1772年 )

1号墓石

北側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、

台石 3段と墓標で構成される。墓石の全体高は0.85mであ

る。台石一段目は幅0.34m奥行0,33m、 二段目は幅0,48m奥

行0.45mを 測 り、前後 2枚の石で構成される。三段目は幅

0.64m奥行0.64mを測 り、左右 2枚の石で構成される。墓標の形態はB-2類 である。

15号墓石

北側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 2段と墓標で構成される。墓石の全体高

は0.69mで ある。台石一段目は幅0.34m奥行0.32m、 二段目は幅0.48m奥行0.49mを 測 り、左右 2枚の石で

構成される。墓標の形態はA-2類 である。

0                    50cm
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第28図  15号墓石 (1774年 )
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3号墓石

北側の墓石群であり、正

面を南に向けていた。墓石

は、台石 3段と墓標で構成

される。墓石の全体高は

0.98mで ある。台石一段 目

は幅0。40m奥行0.39m、 二

段 日は幅0.59m奥行0,62m

を測り、前後 2枚の石で構

成 され る。三段 目は幅

0,76m奥行0.79mを測 り、

前後各 1枚、左右各 1枚の

4枚の石で構成され、中心

は空洞である。墓標の形態

はB-2類 である。花燈形

の下に蓮華文を有する。

第29図  3号墓石 (1784年 )

夭
膠
♂
徒
督
河
李
奮

天
明
四
甲
辰
天
七
月
十
六
日

光
巌
不
雲
信
士

3号墓石 2号墓石



ル
エ
　
梅
堂
了
心
信
士

七
月
朔
日

天
明
六
丙
午
年

0                    50cm

2号墓石

北側の墓石群であり、正

面を南に向けていた。墓石

は、台石 3段と墓標で構成

される。墓石の全体高は

0.94mで ある。台石一段 目

は幅0,39m奥行0.42m、 二

段 目は幅0.60m奥行0.60m

を測り、左右 2枚の石で構

成 され る。三段 目は幅

0.80m奥行0.80mを 測 り、

前後各 1枚、左右各 1枚の

4枚の石で構成され、中心は空洞である。墓標の形態は

B-4類 である。花燈形の下に蓮華文を有する。

第30図  2号墓石 (1786年 )
5号墓石

北側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 2段と墓標で構成される。墓石の全体高

は0,78mで ある。台石一段目は幅0.38m奥行0,38m、 二段目は幅0.50m奥 行0.53mを 測 り、左右 2枚の石で

構成 される。墓標の形態はA-2類 であ

る。

文
政
人
酉
年

心
　
園
室
塑
陶
言
女

五
月
十
二
日

第31図  5号墓石 (1825年 )
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π

違

み
詢
キ

基

鶯
鷹
癬
足
劇

侭

基

ａ

ヤ
ル
⑫

万
延
二
酉
年

九
工　
常
眼
禅
定
門
位

正
月

一
九
日

0                    50cm

北狽Iの墓石群であり、正面を南に向けて 第32図  4号墓石 (1861年 )
いた。墓石は、台石 2段 と墓標で構成される。墓石の全体高は0.84mである。台石一段目は高さ0.22m

幅0.36m奥行0.38mを 測 り、厚めの石を利用する。二段目は幅0.58m奥行0.48mを 測 り、前後 2枚の石で

構成される。墓標の形態はC-1類である。

第33図  25号墓石           25号 墓石

25号墓石

南側の墓石群であり、正面を南に向けていた。墓石は、台石 3

段と墓標で構成される。墓石の全体高は0.97mである。台石一段

目は幅0,40m奥行0.39m、 二段 目は幅0.56m奥行0.58m、 三段目は

幅0.74m奥行0.73mを測 り、前後 2枚の石で構成される。墓標の

形態はB-4類 である。花燈形の下に蓮華文を有する。没年代が刻字されていない。

4号墓石

25号墓石



廷
享
四
丁
卯
天

心
覚
常
清
信
士

八
月
廿
九
日

2 B区の墓石

B区では 1基の墓石のみが確認された。

第34図  32号墓石 (1747年 )        32号 墓石

32号墓石

正面を南東に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石の全体高は0.66mである。台

石は幅0.40m奥行0.34mを 測る。墓標の形態はB-2類 である。花燈形の下に蓮華文を有する。蓮華文

と没月日に朱が施される。

3 C区 の墓石

C区は、台石 5基は下部遺構である土墳と対応すると考えられる。そのうち3基に墓標が残っていた。

第35図 29号墓石 (1697年 )

29号墓石

正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標で構成される。墓石

の全体高は0,92mである。台石は幅0.52m奥行0.47mを 測る。墓標の形態

32号墓石

霜
月

二
十
七
日

（十
一
月
の
意
）

凸
靱
為
Ｍ

元
禄
十
丁
丑
年

心
　
松
山
全
白
禅
定
門

29号墓石

はB-3類である。戒名の下に蓮華文を有する。
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下‐
‐
‐‐
　
‐

30号墓石

正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓

標で構成される。墓石の全体高は1.12mで ある。

台石は幅0.50m奥行0.56mを測る。墓標の形態は

A-3類 である。戒名の下に蓮華文を有する。

31号墓石

正面を南に向けていた。墓石は、台石 1段 と墓標

で構成される。墓石の全体高は0.89mである。台石は

幅0.50m奥行0,48mを測る。墓標の形態はA-3類である。

第36図 30号墓石 (1701年 )

0                    50cm

第37図 31号墓石 (1709年 )

戒名の下に蓮華文を有する。
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定
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十
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30号甍書冤耳
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姿
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蒸
ｅ
ユ
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§
壷
挿
え
闘

ギ
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烈
ｔ
エ
ロ

辞

―_

34号墓石
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表 1 墓石構成石観察表 (年代順)

西暦
石

号

墓

番
地区名墓石の構成

台石一段 目 台石 二哉 日 台石三段目

備  考灰
数
帯
石

寸 法
構成

石数
外枠寸法

販

数

構

石
外枠寸法

12号 A区 台石 1段 1 高0.13X幅0.41X奥 0.48

291許 C区 台石 1段 1 高015X幅 0.52X奥 0`47

30号 C区 台石 1段 1 局0.22X咀0.50X奥 0.56

1705 14号 A区 台石 1段 1 高0.14X幅041X奥 0.42

1708 8号 A区 台石 1披 1 高0.15X幅0.55X奥 0.50

1709 231テ A区 笠付'台石2段 1 高0.29X幅0.53X奥 0.53 2 高0.12X嶋0.88X奥 0,94 圭寸法 局0,30X鴨0.58X奥 0.57

1709 31号 C区 台石 1段 1 高014X幅 0.50X興 0.48

1710 24号 A区 台石 2段 1 島0.31X暇0.54X奥 0.46 2 高015X鴨071X奥 0.85 挿穴2箇所(径5cm深4cm

1714 18号 A区 台石 1段 1 高0,18X幅0.57X奥 0.59 [挿穴2箇所(径4cm深4cm

1714 211) A区 台石 1杖 1 局0.14X幅0,50X奥 0,45

1719 19号 A区 台石 1段 1 高0,13X幅042X奥 0.41

16号 A区 台石 1段 1 高0,18X晰目0.50Xり甦0.44

1722 17号 A区 台石 1段 1 同0.14X阻0.39X央 0,38

1725 7号 A区 台石 3段 1 高0.14X幅0.36X奥034 1 高0.13X幅0.50X奥 0,47 局0.10X幅 0.64Xり匙0.61

221チ A区 台石 1披 1 局044X幅 0,44X奥 0,42

1737 9号 A区 台石 1炭 1 高0.10X幅035X奥 0,35

1741 11号 A区 台石 1段 1 高0.13X幅038X奥 0.36

1741 20:許 A区 台石 1段 1 高0,19X幅0.38X奥 0.36

1747 32i許 B区 台石 1段 1 高0.12X幅0.40X奥 0.34

1748 28号 A区 台石 1被 1 高0.12X幅0.31X奥 0.38

1749 13号 A区 台石 1段 1 高010X幅 0.33X奥 0.31

6号 A区 台石 3段 1 一島 5X中昌0,38X典037 2 高0,15X幅0,52X奥0.52
卵
エ
市
Ｔ 高0,12X幅0.71X臭 0.67

10号 A区 台石 1段 1
一局 2X幅 0.51X奥 0,45

1753 26:許 A区 台石 3段 1 高0. 3X幅0,39X奥 0.37 2 一局 4X‖昌0.53Xり甦0.53 2 高0.10X幅0,71X奥062

1766 27テ許 A区 台石 2段 1 高0. OX幅0.34X奥 0.32 2 高0.12X幅0.55X奥 0,54

1772 1号 A区 台石 3杖 1 品0,17小幅0.34X奥 0.33 2 高0.12X幅0.48X奥 0,45 2 高012X幅 0.64X異 0.64

15号 A区 台石 2段 1 高0.1l X幅 0.34X奥 0,32 2 局0.08X鴨0.48X奥 0.49

3号 A区 台石 3段 1 高0,17X幅0.40X奥 0,39 2 一品 5X幅0.59X臭 0.62 4甲空 高0.■ X幅0,76X臭079

2号 A区 台石 3段 1 高0. 9X幅 0.39X異 0.42 2 一局 5X幅060X具 0611 4,中空 高0,12X幅 0,811X奥 0,80

5号 A区 台石 2段 ユ 高0,16X幅0,38X奥038 2
一局 X幅0,50X奥0.53

4サ A区 台石 2杖 1 高022X幅036X奥 038 一島 X幅0.58X興0.48

25'チ A区 台石 3段 1 高0,17X幅0,40X異 0.39 1 一島 3X幅 0.56X具 0.58 2 高0.1l X咄目0,74Xり匙0,73 [挿穴2箇所 (径5cm深3cm

※23号墓石は笠の寸法を台石3段日欄に記す。

表 2 墓標年代別集計表
稟楔 の型 式 A-1 A-2 A-3 A-4 B-1 B-2 B-3 B-4 C-1 C-2 D-1 D-2 E-2 形式不明 計
1660年代 1 1

16704Fイヽ 1 1

1680至FIモ
９

留 2

1690至Fft 2 2 4

1700全Ftt 1 2 1 2 1 7

1710年代 2 1 1 8

1720至F4ヽ
つ
υ 2 1 2 1 9

1730至Fイヽ
９
〓 1 2 1 1

ワ
′

17404Fイt 5 1
つ
じ

ワ
イ 2 1 19

1750至 Fイt
Ｏ
υ 5 1 9

17604Fイt 1 2 1 3 2 9

1770至F4ヽ 1 3 1 1 5

17804Fイt 3 4 2 ユ 10

17904F十ヽ ９
留

０
じ ユ 6

18004F4ヽ 1 ユ 2

1810至Fイt 5 5

1820至Fft 2 ユ 1 1 5

1830至Ftt ユ
０
０ 4

1840年代 1 1 2

18504Fft 0

1860至Fft 1 1 1 3

年代不明
つ
カ 4 3 ９

〓 2
つ
υ 2 1 4 つ

け
０
と

計 29 31 3 ワ
イ 8 26 7 15 2 2 3 4 1 9 ワ

ｒ
刀
牡
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９４
号
８７
号
７２
号
７‐
号
６８
号
６５
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５３
号
２５
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号

墓
石
番
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Ｄ
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Ｄ
区
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Ａ
区

Ａ

区
Ａ
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Ｂ
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２

Ａ
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２
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１
３

Ａ
１
２
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１
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Ｂ
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明
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部
欠
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）

墓
石
形
式
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図

面
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・
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「良
」
は
「郎
」
の
こ
と

墓
碑

（側
面
）

刻
字

墨
書

墨
書

墨

書
墨
書
風
化

刻
字
刻赤
字字

刻
字

刻
字
刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

文
字
種



1863 1861 1861 1849 1848 1836 1835 1834 1830 1828 1828 1825
西
暦

文
久
３

文
久

１

万
延
２

一尋
水
２

弘
化
５

天
保
７

天
保
６

天
保
５

文
政
１３

文
政

Ｈ

文
政
ｍ

文
政
８

和
暦

‐２８
号
８８
号
４
号
‐４０
号
・２７
号
阻
号
９０
号
‐・５
号
９．
号
８５
号
‐３５
号

５
号

墓
石
番
号

Ｆ
区

Ｄ
区

Ａ
区

Ｅ
区

Ｆ
区

Ｅ
区

Ｄ
区

Ｂ
区

Ｄ

区
Ｄ
区

Ｅ
区

Ａ
区
地
区

Ｄ

１
２

Ｄ
ｌ
ｌ

Ｃ

１
１

不
明

（上
部
欠
損
）

Ａ
ｌ
２

Ａ
１
２

Ａ
１
２

Ａ
１
１

Ａ
ｌ
２

Ａ
１
１

Ｄ
１
２

Ａ
ｌ
２

墓
石
形
式

32
つ
υ

図
面

高
幽
幅
０・２．厚
０・１６

高
０
・
５０
幅
０
・
２．
厚
０
。
１７

高

０
・
５‐
幅
０
・
２０
厚

０
。
１４

高
０
・
３３
幅
０
・
１５
厚

０
・
１５

高
０
・
５．
幅

０
・
２４
厚

０
・
１８

高
０
・
４９
幅
０
・
２３
厚
０
・
１８

高
０
・
５０
幅
０
・
２３
厚
０
・
１８

高
蜘
幅
０・１９厚
０。１２

高
０
・
５０
幅
０
・
２２
厚

０
・
１９

高
０
・
４４
幅

０
・
２．
厚

０
・
１５

高
０
・
４８
幅
０
・
２４
厚
０
・
１９

高
０
・
５２
幅

０
・
２３
厚
０
・
１８

墓
標
寸
法

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

男
性
男
性

男
性
女
性

女
性
女
性

女
性
男
性
女
性
女
性

男
性
女
性
性
別

成

人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人
年
齢

文
久
三
亥
年

霜
山
禅
定
門

十

一
月
二
十
三
日

文
久
元
年

瀬
泉
勘
左

工
門
墓

九
月
九
日

空

正常万
月眼延
一禅二

苦蕎琴

位

嘉
永
二
年

警
月
窓
妙
延
大
姉

酉
九
月
十
四
日

弘
化
五
年
申

桃
月
妙
参
信
女

三
月

一
七
日

天
保
七
申

空
　
曽
林
妙
香
信
女

三
月
初
人
日

天
保
六
乙
未
天

廷
　
雪
月
妙
壽
信
女

十
二
月
十
九
日

天
保
五
年

空
　
夏
雲
禅
定
門

午
五
月
十
二
日

文
政
十
三
寅
天

心
　
清
顔
妙
□
信
女

九
月
十
四
日

空
　
本
林
栄
心
信
女
位

文
政
十

一
年

空
　
盛
岳
玄
栄
居
士
位

成
子
四
月
十
八
日

心　敗凱以騨卍女

五
月
十
二
日

墓
碑

（正
面
）

右
側
面徳
丸
門源
六

右
側

⌒□面
吉田
か偉
真蔵
?

妻

右
側
面川
伊
便
右
衛
門
娘

左
側
面山
元
下
人小
吉
妻

右
ビ

右
側
面勘
左
工
門
母

右
側
面文
政
十

一
子
八
日
朔
日

右
側
面真
方
偉
蔵

墓
碑

（側
面
）

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

文
字
種

-45-―

上



コ

1823 182ユ 1817 1815 1815 1814 1813 1806 ０
け
ハ
υ
Ｏ
Ｏ 1799 1798 1797 ９

“
９，
′ 1791

西
暦

文
政
６

文
政
４

文
化
１４

文
化
１２

文
化
１２

文
化
Ｈ

文
化
１０

文
化
３

一早
和

３

寛
政
ｍ

寛
政
Ю

寛
政
９

寛
政
４

寛
政
３

和
暦

３６
号
‐２２
号
６０
号
７０
号
８９
号
３５
号
‐５７
号
９９
号
・‐８
号
‐１０
号
‐００
号
‐０３
号
・５３
号
‐０．
号

墓
石
番
号

Ａ

区
Ｅ
区

Ｂ
区

Ｄ
区

Ｄ
区

Ａ

区
Ｅ
区

Ｂ

区
Ｅ
区

Ｄ

区

Ａ
区

Ａ

区
Ｅ
区

Ａ

区

地
区

Ｃ

Ｉ
２

Ａ
１
１

Ａ

１
２

Ａ
１
２

Ａ
１
２

Ａ
１
２

Ａ

１
２

Ｄ
１
２

Ａ
１
１

Ａ
１
１

Ａ
１
１

Ａ
１
２

Ａ
１
２

Ａ
ｌ
２

墓
石
形
式

図

面

高
０
，
４７
幅
０
・
２２
厚
０
，
１６

高
０
・
３０
幅
０
・
１８
厚

０
・
１２

高
０
・
５．
幅
０
・
２３
厚
０
。
１７

高
０
・
５２
幅
０
・
２３
厚
０
。
１８

高
０
・
５‐
幅

０
・
２３
厚
０
。
１８

高
０
・
４６
幅
０
・
２２
厚
０
。
１５

高
０
・
４８
幅
０
・
２２
厚
０
。
１６

高
０
・
４９
幅
０
・
２３
厚
０
。
１９

高
０
・
３０
幅

０
，
１７
厚
０
・
１０

高
０
・
４６
幅
０
・
２．
厚
０
。
１４

高
０
・
４２
幅
０
・
１９
厚
０
・
１２

高
蜘
幅
０・２０厚
０。１４

高

０
・
３９
幅
０
・
１９
厚
０
・
１３

高
０
・
５０
幅
０
・
２２
厚
０
・
１７

墓
標
寸
法

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

女
性
女
性

男
性

男
性

女
性

女
性

女
性

男
性

男
性

男
性

女
性

男
性

女
性

?
性
別

成

人
子
供

成

人

成
人

成

人

成
人

成

人

成
人

子
供

成
人

子
供
子
供

子
供

?
年
齢

文
政
六
未
年

心
　
春
屋
妙
心
信
女

四
月
初
四
日

文
政
四
年

早
世
　
塾
国
童
女

六
月
初
六
日

文
化
十
四
年

空
　
寒
林
道
信
士

丑
十
二
月
十
九
日

文
化
十
二
亥
天

空
　
梅
岩
禅
定
門
位

十
二
月
十
三
日

文
化
十
二
亥
年

心
　
貞
賃
了
休
信
女
位

三
月
十
五
日

文
化
十

一

雪
心
妙
庭
信
女

□
月
劉
五
日

文
化
酉
天

夏
齢
妙
壽
大
姉

七
月
初
二
日

文
化
三
寅
天

空　酪刑加Ш
信士

享
和
三
亥
天

禅
心
童
子

七
月
廿
二
日

寛
政
十

一
年

空
　
一辞
山
道
永
信
士

正
月
七
日

寛
政
十
年

心
　
露
玉
童
女
位

午
十

一
月
十
八
日

寛
政
九
巳
年

薫
山
禅
童
子

六
月
十
八
日

寛
政
四
王
子

妙
潤
童
女

四
月
廿
四
日

寛
政
三
辛
亥
天

空　唯厳理
糀日

墓
碑

（正
面
）

左
側
面金
太

（郎
）
事

良

右
側
面伊
左

工
門

右
側
面筑
左
工
門
吏

左
側
面六
右

工
門母

左
側
画山
本
源
太
左
衛
門妻

左
側
面六
郎
左

工
門

左
側
面日
日
日
□

右
側
面押
川
四
郎
左
衛
門

左
側
輌
次
良
（郎
）

娘

墓
碑

（側
面
）

刻
字

墨
書

刻
字

刻
字

刻

宇
刻
字

刻
字

刻
字

墨

書
刻
字

刻

字
墨
書

刻

字
赤刻
字字

文
字
種



1790 1789 1789 ７
ｒ
８，
ｒ

，
′
Ｏ
Ｏ

，
イ 1786 1786 1785 1784 つ

々
Ｏ
Ｏ
ラ
′ 1781 1778 1777 1776

西
暦

寛
政
２

寛
政
１

寛
政
１

天
明
７

天
明

７

天
明
６

天
明

６

?
天
明

４

天
明
２

天
明

１

（本

永

７

｛卒
水
６

（率

永

５

和
暦

４４
号
‐４３
号
‐２３
号
７５
号
‐３７
号

２
号
‐５２
号
・０５
号

３
号
‐３８
号
５７
号
‐５０
号
‐４４
号
３４
号

墓
石
番
号

Ａ

区
Ｅ
区

Ｅ

区
Ｄ
区

Ｅ
区

Ａ
区

Ｅ

区
Ａ
区

Ａ
区

Ｅ
区

Ａ
区

Ｅ

区
Ｅ
区

Ａ

区

地

区

Ａ
１
１

Ａ
１
１

Ａ
１
２

Ａ
１
２

Ｂ

Ｉ
４

Ａ

ｌ
２

Ｂ

Ｉ
２

Ｂ

１
２

Ａ
１
２

Ａ
１
１

Ａ
１
１

Ａ
１
２

Ｂ
Ｉ
ｌ

墓
石
形
式

30 29
図

面

高
く０
・
３，
幅
０
・
２
厚

０
・
１４

高
０
・
５０
幅
０
・
２２
厚

０
，
１５

高
０
・
５０
幅
０
・
２２
厚
０
・
２２

高

０
・
４７
幅
０
・
２２
厚

０
，
１８

高
０
・
３３
幅

０
・
１７
厚

０
・
１３

高
０
・
４７
幅

０
，
２４
厚

０
・
２０

高
０
・
３５
幅
０
，
１８
厚
０
・
１３

高
０
・
５０
幅

０
・
２３
厚

０
・
１９

高
０
・
５３
幅
０
・
２３
厚

０
・
１９

高

０
・
３６
幅
０
。
１８
厚

０
。
１４

高

０
・
５２
幅
０
・
２‐
厚

０
・
１２

高
０
・
５‐
幅
０
・
２‐
厚
０
・
１４

高
阻
幅
０・２２厚
０・１７

高
躙
幅
０・２．厚
０，１７

墓
標
寸
法

上
部
人
形
像

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

女
性

男
性

男
性

男
性

男

性
男
性

女

性
女
性

男

性
女
性

ズ
性
？

女
性

女
性
男
性
性
別

子
供

成

人

成
人

成

人

子

供

成
人

子

供

成
人

成

人
子
供

成

人

成

人

成

人

成
人
年
齢

剋
端
響
第
評
行

年

ニ
オ

寛
政
元
己
酉

休
心
禅
定
門
位

九
月
□
二
司
一

寛
政
元
己
酉

自
体
禅
定
門

六
月
十
六
日

天
明
七
年

心
　
光
運
了
桂
信
士

未
九
月
九
日

天
明
七
丁
未
年

員
　
泡
影
禅
童
子

五
月
二
日

天

明

六

夢
午

年

空

　

梅

堂

了

心

信

士

七
（月
一朔
開
の
意
）

天
明
六
丙
午
年

心
　
巷
春
禅
童
女

正
月
八
日

柱
峯
壽
延
信
女

光
巌
不
雲
信
士

天
明
二
壬
寅
年

空
　
夢
幻
禅
童
女

二
月
十
二
日

天
明
改
元
丑
年

秋
山
妙
久
禅
定

九
月
□
三
日

安
永
七
遂
陛

長
安
妙
道
信
女

園
七
月
十
三
日

安
永
六
丁
酉
天

月
丘
明
園
信
女

人
月
十
五
日

安
永
五
丙
申
天

先
工　
賃
相
偉
心
信
士

十
月
念
二
日

墓
碑

（正
面
）

右側
緬
旦胴所

左
側
面千
兵
衛
□

左
側
面
天
明
五
乙
巳
未
天
三
月
十
四
日

左
側
面天
明
四
甲
辰
天
七
月
廿
六
日

左
側
面谷
口
清
右
節
瓢

右
側
面岩
切
源
助
妻

右
側
面山
口
権
兵
衛妻

墓
碑

（側
面
）

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

墨

書
刻
字

刻

字
刻
字

刻
字

刻
字

刻

宇

文
字
種
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1776 1776 1775 1774 1772 1772 1771 1770 1769 1768 1767 1766 1764 1763
西
暦

一本

永

５

安
永
５

一率
水
４

安
永
３

明
和
９

明
和

９

明
和
８

明
和

７

明
和
６

明
和
５

明
和
４

明
和
３

明
和
１

宝
暦
１３

和
暦

４８
号
51

号
‐５６
号
‐５
号
‐２４
号
１
号
‐３４
号
７３
号
７６
号
‐４９
号
・４２
号
２７
号
・４７
号
‐３０
号

墓
石
番
号

Ａ

区

Ａ
区

Ｅ

区

Ａ
区

Ｆ
区

Ａ
区

Ｅ
区

Ｄ
区

Ｄ
区

Ｅ
区

Ｅ
区

Ａ

区
Ｅ
区

Ｆ

区

地

区

Ｂ

１
２

Ａ
１
２

Ｂ

１
２

Ａ
十
２

Ａ
１
４

Ｂ

１
２

Ｂ

Ｉ
２

Ｂ

１
２

Ａ
１
２

Ｂ

１
２

Ｂ

Ｉ
２

Ｂ
１
２

Ａ
ｌ
４

Ａ
ｌ
ｌ

墓
石
形
式

28 27 26
図

面

高

０
・
５２
幅
０
・
２２
厚

０
。
１８

高
０
・
５２
幅
０
・
２４
厚
０
・
２０

高
０
，
２８
幅

０
，
１６
厚

０
・
１３

高
０
・
５２
幅

０
，
２‐
厚
０
・
１３

高

０
・
３４
幅

０
・
１８
厚
０
。
１．

高
０
・
４６
幅
０
。
１９
厚

０
・
１６

高
０
・
５．
幅

０
，
２３
厚

０
・
１９

高
０
・
５０
幅

０
，
２０
厚
０
。
１７

高
躙
幅
０・２０厚
０・１６

高
Ｍ
幅
０，２２厚
０・２０

高
０
・
５５
幅
０
・
２４
厚
０
・
１５

高
０
・
４４
幅
０
・
２．
厚
０
。
１５

高
０
・
５４
幅
０
・
２４
厚
０
・
１４

高
０
・
５０
幅

０
・
２‐
厚

０
・
１４

墓
標
寸
法

徳
利
、杯

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

男
性

女
性
男
性

女
性
女
性

男
性
男
性

女
性
女
性

男
性

男
性

女
性
女
性

女
性
性
別

成

人

成

人
子
供

成

人
子
供

成

人

成
人

成

人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人
年
齢

安
永
五
丙
申
天

点
　
大
峯
自
道
信
士

十
月
十
七
日

安
永
五
丙
申
天

剋
　
月
秋
妙
智
信
女
霊
位

八
月
初
十
日

安
永
四
乙
未
天

心
　
幻
化
童
子

十
月
三
日

安
永
三
午
天

心　�刑挫瑚隔女位

明
和
九
壬
辰
天

早
世
幻
露
童
女

九
月
十
二
日

明
和
九
壬
辰
天

心
　
夜
園
萩
水
信
士

七
月
二
九
日

明
和
八
辛
卵
天

先
工
　
雪
窓
常
雲
信
士

十
二
月
二
十
四
日

明
和
七
旗
寅
天

九
二
　
離
庭
禅
定
尼
位

四
月
二
十
五
日

明
和
六
Ｅ
丑
年

点
　
妙
空
禅
定
尼
位

五
月
二
十
七
日

明
和
五
成
子
年

九
二　
善
心
勇
芳
信
士
位

六
月
十
初
六
日

明
和
四
丁
亥
天

全
心
常
悦
信
士
位

三
月
初
二
日
去

明
和
三
石
成
天

空
　
芳
春
禅
定
尼
位

二
月
二
十
八
日

明
和
元
甲
申
稔

心
　
極
室
妙
楽
信
女

十
二
月
二
十

一
日
逝

宝
暦
十
三
癸
未

空
　
桂
葉
露
香
信
女

人
月
初
四
日

墓
碑

（正
面
）

左
側
面俗
名
新
助
塔

右
側
嗣
薗
門九
郎
右
節
岬

右
側
面山
本
為
藤
太

左
側
面俗
名山
本
彦
左
右
門
塔

右
側
面山
口
権
兵
衛
門

右
側
面山
本
源
太
左
衛
門
尉
高
富

右
側
面仁
右
衛
門
母

右
側
面山
本
興
左
衛
門
之室

右
側
面北
ノ
迫
門
休
三
母

墓
碑

（側
面
）

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
宇

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

文
字
種



1761 1761 1760 1758 1757 Ｏ
υ
民
υ
ワ
′ 1753 1752 175ユ 1751 175ユ 1751 1749 1749

西
暦

宝
暦
ｍ

宝
暦
１１

宝
暦
Ю

宝
暦
８

宝
暦
７

宝
暦
３

宝
暦
３

宝
暦
２

寛
延
４

寛
延
４

寛
廷
４

寛
延
４

寛
延
２

寛
延
２

和
暦

８６
号
７７
号
７４
号
７９
号
‐３９
号
２６
号
１０
号
‐０９
号
９２
号
８４
号
７８
号
‐０４
号
８３
号
‐５５
号

墓
石
番
号

Ｄ

区
Ｄ
区

Ｄ

区
Ｄ
区

Ｅ

区

Ａ
区

Ａ
区

Ｄ
区

Ｄ
区

Ｄ
区

Ｄ
区

Ａ
区

Ｄ
区

Ｅ

区
地
区

Ａ
１
２

Ｂ

Ｉ
４

Ｂ
１
４

Ｃ

１
２

Ｂ
１
２

Ｂ

１
４

Ｂ
１
２

Ｂ

１
２

Ｂ
１
４

Ｂ

１
４

Ｂ
１
４

Ｂ

１
４

Ａ
１
１

Ｂ
１
２

墓
石
形
式

25 24
図

面

高
０
・
４９
幅

０
・
２．
厚
０
・
１５

高
０
・
５０
幅
０
・
２２
厚

０
。
１５

高

０
・
４９
幅
０
・
２２
厚
０
。
１７

高
０
・
６７
幅

０
・
２６
厚
０
・
２５

高
０
・
３８
幅
０
。
１９
厚

０
，
１４

高
０
・
５７
幅
０
，
２３
厚

０
，
１６

高
０
・
５７
幅
０
・
２５
厚
０
・
１６

高
０
・
５４
幅
０
・
２２
厚
０
。
１７

高
０
・
４９
幅
０
・
２３
厚
０
・
２０

高
０
，
４８
幅

０
，
２‐
厚
０
・
１７

高
０
・
５‐
幅
０
・
２‐
厚

０
・
１７

高
０
・
５‐
幅
０
・
２０
厚
０
・
１６

高
０
・
４３
幅
０
・
２０
厚
０
・
１２

高
０
・
３２
幅

０
・
１７
厚

０
・
１３

墓
標
寸
法

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

男
性
女
性
女
性
男
性
女
性

男
性
男
性

男
性
男
性

女
性

女
性

女
性

女
性

男
性
性
別

成
人

成

人

成

人
成
人

子
供

成

人
成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

子
供

子
供
年
齢

宝
暦
十

一
辛
巳
天

点
　
夏
山
涼
風
信
士
位

六
月
三
十
日

宝
暦
十

一
辛
巳
天

心
　
大
超
雪
道
信
女

十
有
二
月
十

一
日

′ふ

宝
暦
十
庚
辰
天

緑
室
禅
随
信
女
位

人
月
三
日
死
去

宝
暦
八
成
寅
天

空
　
香
嶽
薫
風
信
士

一
月
二
十
三
日
卒

宝
暦
七
丁
丑
年

如
夢
禅
童
女
霊

十

一
月
廿
六
日

宝
歴
三
年
酉
ノ

心
　
霜
巌
禅
定
門
石

十

一
月
十
三
日

心

　

藍

隣

碑

士

と
工
位

十
月
十
日

賓
暦
二
戒
申
年

天
保
慈
然
居
士

五
月
廿
八
日

寛
延
四
年
□
十

一
月
六
日

心
　
霜
□
禅
定
門
石

寛
廷
四
年
□
五
月
十
九
日

空
　
柳
奄
禅
定
尼
石

寛
延
四
年
未

空
　
妙
□
禅
定
尼
石

五
月
十
二
日

寛
延
四
年

空
　
草
華
禅
定
尼
石

三
月
十
□
日

寛
延
二
年
巳

早
　
夢
□
童
女

十
二
月
五
日

寛
延
二
己
巳
天

心
　
雪
奄
童
子

十
二
月
三
日

墓
碑

（正
面
）

左
右
側
面
大
西
門
勘
左
右
衛
支

右
側
面出
山
門
ノ
作
右
工
門
塔

右

側

面出

山

門筑
右

工
門母

左
側
面大
西
門筑
右
衛
門
墓

右劉鰊万
衛門石

右
側
面圃
肩
覚
之
助

右
側
面押
川
治
右
衛
門
則
辰

左
倒
面山
本
源
太
左

工
門
二
男
子

墓
碑

（側
面
）

刻
字
刻
字

刻
字

刻
字

刻

宇

刻
字

刻
字

刻
字

河
字

刻
字

刻

字

里
鎧
圭
口

刻

宇
刻
字

文
字
種

十一

一-49-―



r

1749 1749 1749 1748 1748 1748 1748 1748 ラ
イ
刀
仕

，
Ｖ 1744 1744 1743 1741 1741

西
暦

寛
延
２

寛
延
２

寛
延
２

寛
延
１

寛
延
１

寛
延
１

寛
延
１

延
享
５

延
享
４

廷
享
１

廷
享
１

寛
保
３
？

寛
保
１

寛
保
１

和
暦

‐３
号
‐４５
号

６
号
‐０２
号
５２
号
・０８
号
６２
号
２８
号
３２
号
・４６
号
‐４‐
号
８‐
号
４２
号

ｍ
号

墓
石
番
号

Ａ

区
Ｅ
区

Ａ

区
Ａ
区

Ａ
区

Ｄ
区

Ｂ

区

Ａ
区

Ｂ

区
Ｅ
区

Ｅ

区
Ｄ
区

Ａ

区
Ａ
区
地
区

Ａ
１
１

Ｂ

１
２

Ｂ

１
２

Ａ
１
１

Ｂ

Ｉ
ｌ

Ｂ

１
２

Ｂ
１
４

Ａ
１
１

Ｂ
１
２

Ｂ

１
２

Ｃ

１
１

Ｂ

１
２

Ｂ
１
１

Ｂ

１
１

墓
石
形
式

０
じ
め
る 22 つ

々 34 19
図
面

高
０
・
４５
幅

０
・
１８
厚
０
・
１‐

高
０
・
５‐
幅

０
・
２４
厚
０
・
２０

高

０
・
５３
幅
０
・
２０
厚
０
・
１７

高

０
，
４‐
幅
０
・
２０
厚
０
・
１４

高
嚇
幅
０・２０厚
０・１７

高
０
・
４９
幅
０
・
２２
厚

０
・
１９

高
０
・
４６
幅

０
・
２．
厚

０
・
１３

高
０
・
５６
幅

０
・
２０
厚
０
・
１２

高
０
・
４９
幅
０
・
２０
厚

０
・
１８

高
０
・
５０
幅
０
・
２２
厚

０
・
２０

高
０
・
４５
幅
０
。
１７
厚

０
・
１９

高
０
・
４５
幅
０
，
１７
厚
０
・
１３

高
０
・
４７
幅

０
，
１９
厚

０
・
１２

高

０
・
４９
幅

０
・
１８
厚
０
。
１２

墓
標
寸
法

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

男
性

男
性
男
性

女
性
男
性

女
性

男
性
男
性
男
性
男
性
男
性

男
性
女
性
男
性
性
別

子
供

成

人

成
人

子
供

成

人

成

人

成
人

子
供

成
人

成

人

成

人
子
供
子
供

子
供
年
齢

寛
延
二
年
巳

早
世
　
梅
花
童
子

十

一
月
廿
二
日

正廓寛
月通延
十長二

脅
全員

寛

延

二
年

辰

心
　
酌
賂
酔
離
門
石
塔

※

「
辰

」

は
制

作

者

間
違

い
か

つ

寛
延
元
年
辰

心
　
妙
花
童
女
石

十
二
月
十
日
立

寛
延
元
年
辰

心
　
梅
岩
禅
定
門
　
石
塔

十
二
月
朔
日
立

寛
延
元
年

韓

藍

官

寛
廷
元
年
辰

心
　
玄
清
禅
定
門
石

聞
十
月
十

一
日

延
享
五
年
辰
ノ

早
世
　
草
花
童
子

二
月
十
四
日
立

廷
享
四
丁
卯
天

心
覚
常
清
信
士

人
月
十
九
日

廷
享
元
甲
子
年

月
心
常
国
居
士

九
月
十
二
日

廷
享
元
甲
子
年

心
　
鏡
山
祖
豊
信
士

九
月
九
日

魔
保
三
年

心
　
草
花
童
子

亥
七
月
十
八
日

寛
保
元
年
酉

心
　
妙
雅
童
女
石

四
月
十
九
日

寛
朱
元
年
酉
ノ

心
　
曇
胆
主里
子
石

四
月
十
九
日

墓
碑

（正
面
）

右
側
面岩
切
鉄
右
工
門
塔

右
側
面千
左
衛
門
石

右
側
面□
右
衛
門
娘

右
側
面彦
市
石

右
側
面押
川
治
右
衛
門妻

右
側
面仲
右
衛
門

右
側
面俗
名谷
口
新
右

工
門

右
側
面山
本
興
左
衛
門

右
側
面山
口
藤
太
左
衛
門

右
側
面筑
右
衛
門
子

墓
碑

（倒
瓦
）

刻

宇
刻
字

刻
字

刻
字

刻

宇
刻
字

刻
字

刻
字

刻
字
赤
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

文
字
種



1741 1741 1740
1739
?
1737
,

７つ
υ
ワ
ｒ 1737 1736 ５つ

υ
ワ
イ

Ｏ
υ
ワ
ｒ 1729 1725 1725 1724

西
暦

寛
保
１

寛
保
１

元
文
５

一万
文

４

？

一死
文

２

？

一万
文

２
？

元
文
２

享
保
２‐

享
保
２０

享
保
１６

享
保
１４

享
保
Ю

享
保
Ю

享
保
９

和
暦

８２
号
２０
号
３８
号
６９
号
５０
号
４０
号

９
号
８０
号
‐‐２
号
２２
号
４９
号

７
号
５５
号
６７
号

墓
石
番
号

Ｄ

区
Ａ
区

Ａ

区
Ｄ
区

Ａ

区

Ａ
区

Ａ

区
Ｄ
区

Ｄ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区
地
区

Ａ
１
３

Ａ
１
１

Ｂ
１
４

Ｂ

１
２

Ａ
１
１

Ａ

１
１

Ｂ

Ｉ
ｌ

Ｂ

Ｉ
４

Ｂ

Ｉ
２

Ｂ

１
３

Ｂ

１
２

Ａ

１
２

Ａ
１
１

Ｂ
１
１

墓
石
形
式

20 18 ワ
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図

面

高
０
・
４４
幅
０
・
１７
厚

０
，
０９

高
０
・
５２
幅
０
・
２．
厚

０
・
１‐

高
０・４７幅
０・２２厚
囲

高
０・４６幅
０・２３厚
躙

高
０
・
４３
幅

０
・
１８
厚
０
・
０９

高
Ｍ
幅
０・１７厚
０・１．

高
０
・
３９
幅
０
・
１６
厚
０
・
１０

高
０
・
５４
幅
０
・
２‐
厚
０
・
１９

高
鵬
幅
０・２３厚
０・２０

高
０・５９幅
聰
厚
０・２‐

高
０・６２幅
Ｍ
厚
０・２０

高
０
・
５０
幅

０
・
２３
厚
０
・
１６

高
０
・
４９
幅
０
・
２３
厚

０
・
１５

高
０
・
７３
幅
０
・
３‐
厚
０
，
２９

墓
標
寸
法

蓮
華
文

蓮
率
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

男
性

男
性

女
性

男

性
? ?

男
性

男
性

男
性

男
性

女
性

女
性

女
性
男
性
性
別

子
供

子

供

成
人

成

人
?
子
供

子
供

成
人

成
人

成
人

成
人

成
人

子
供

成
人
年
齢

心　一胎融
勤許翻塔

四
月
二
日
立

寛
保
元
年
酉

心
　
清
花
童
子
石

十
月
八
日

元
文
五
年
申

心
　
妙
雪
禅
定
尼
石

十
二
月
十
四
日

元
文
口
昨
医
ノ

心
　
夏
雲
禅
定
門
石

六
月
九
日
立

序
臨
陰
Ｌ
陛
匠
？

元
空
　
□
？
□
？

心
嚇壁
郊

三
月
十

一
日

元
文
二
年
Ｅ

心
　
妙
花
童
子
石

三
月
十

一
日

享
保
二
十

一
年
辰

心
　
善
草
禅
定
門
石

三
月
三
日
立

ツふ

七壽享
月山保
十金廿
日長年
居乙
士如

押

川

治

右

衛

門

享
保
十
六
年
亥

国
　
雪
岩
禅
定
門
石
塔

十
二
月
廿
六
日

享
保
十
四
年
酉

空
　
落
葉
妙
清
信
女
石
塔

九
月
中

一
日

享
保
十
年
Ｅ
ノ

園
　
妙
秋
禅
定
尼
之
信

七
月
十
五
日

享
朱
十
年
巳

心
　
妙
心
童
女

六
月
十
六
日

享
保
九
年
辰

心
　
好
山
清
玉
信
士
石
塔

十
月
十
日

墓
碑

（正
面
）

右
側
面善
六
子
石

右
側
面山
出
門彦
右
衛
門

右
側
面前
伊
左
衛
門

左
側
面重
信
覚
之
助母

右
側
面押
川
才
左
衛
門

墓
碑

（側
面
）

刻
字

刻
字

刻
字

刻

宇
墨
書

刻

宇
刻
字

刻

字
刻
字

刻

字

刻
字

刻
宇

刻
字

刻
字

文
字
種

―

-51-

一



1722 1722
つ
る
７
′ 1721 ０つ

々
，
′ 1719 1719 1719 1718 一

イ 1714 ワ
イ 1710 1709

西
暦

享
保
７

一早
保

７

享
保
６

一早
保

６

享
保
５

一早
保

４

享
保
４

一早
保

４

享
保
３

正
徳
４

正
徳
４

宝
永
８

宝
永
７

宝
永
６

和
暦

４７
号
‐７
号
‐６
号
□
号
５８
号
５９
号
５６
号
・９
号
‐３６
号
・８
号
２．
号
４６
号
２４
号
３‐
号

墓
石
番
号

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ｅ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ｅ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ａ
区

Ｃ

区

地

区

Ｂ

１
２

Ａ

１
１

Ａ
１
２

Ｂ

１
４

Ａ
１
１

Ａ
ｌ
ｌ

Ａ
１
４

Ａ
１
１

不
明

（上
部
欠
損
）

Ａ

ｌ
２

（下
部
柄
有
）

Ａ
１
１

（下
部
突
起
有
）

Ａ
１
１

Ａ
１
２

Ａ
１
３

墓
石
形
式

15 14
Ｏ
υ 12 10 37

図

面

高
聰
幅
０・２‐厚
０・１６

高
０
・
５‐
幅
０
。
２２
厚
０
・
１８

高

０
・
６４
幅
０
・
２６
厚

０
・
２‐

高

０
・
６０
幅
０
・
２８
厚
０
・
２‐

高

０
・
５５
幅
０
・
２２
厚

０
，
１６

高
０
・
６８
幅
０
・
２４
厚
０
，
１９

高
０
・
６４
幅
０
・
２５
厚

０
・
１４

高
０
・
５５
幅
０
・
２５
厚

０
・
１９

局
(0.42)

幅
0.22

厚
0.21

高

０
，
７４
幅
０
・
３０
厚

０
・
２０

高
０
・
５５
幅
０
・
２３
厚
０
・
１６

高
０
，
７４
幅
０
・
３０
厚
０
・
２４

高
０
・
６８
幅
０
・
２７
厚
０
・
２５

高

０
・
７８
幅
０
・
２３
厚

０
・
１９

墓
標
寸
法

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

男
性
男
性

女
性
男
性
女
性

女
性

？

男
性
男
性

女
性
女
性

男
性
女
性

女
性
男
性
性

別

成

人

子

供

成

人

成

人

成

人

成

人
子
供

子
供

成

人
成
人

子
供

成
人

成
人

成
人
年
齢

享
保
七
年
寅
ノ

心
　
清
秋
禅
定
門
石
塔

九
月
十
三
日

享
保
七
年
寅
ノ

早
世
　
清
心
童
子
石
塔

七
月
十
九
日

享
保
六
年
丑

心
　
華
清
妙
春
禅
定
尼
石
塔

二
月
十
八
日

享
保
六
年
丑
ノ

心
　
夏
日
道
丹
禅
定
門
石

五
月
十
八
日

享
保
五
年
子
ノ

心
　
清
月
妙
安
禅
定
尼
石

入
月
七
日

享
保
四
年
亥

園
　
をボ
心
道
久
禅
定
門
石
塔

正
月
八
日

享
保
四
年
亥

心
　
清
心
童
子
石

十
月
十
五
日

享
保
四
年
亥
ノ

早
世
　
現
心
童
子
石
塔

十
月
十

一
日

享
保
三
年

雪
雲
妙
霜
信
女

戊
十
月
十
八
日

正
徳
四
甲
午
年

心
　
春
華
妙
心
禅
定
尼
塔

三
月
廿
二
日

正
徳
四
年
甲
午

心
　
幻
華
童
子

三
月
十
二
日

宝
永
八
年

心
　
梅
室
妙
回
禅
定
尼
之
塔

卵
正
月
三
十
日

⑤
継肺肌騨頬姉

宝
永
六
巳
丑
白

心
　
雪
道
禅
定
門

十
二
月
十
五
日

墓
碑

（正
面
）

右
側
面六
左
衛
門

右
側
面六
衛
門
女
坊
石

右
側
面前
孝
左
衛
門
石
塔

高
岡
町圃
右
衛
門
団

右
側
副

左
側
面為
之
助
男
子

右
側
面安
囲
衛
門
母
石

右
側
面久
衛
門
子
石

左
側
面□
右
衛
門
妻

右
側
面前

志
摩
査
倒
門

墓
碑

（側
面
）

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

墨
書

刻
宇

刻
宇

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

文
字
種



表
３
　
墓
標
観
察
表

1709 1708 1708 1706 1705 1701 1699 1697 1696 〔
υ
淡
υ 1688 1685

ワ
ｒ
資
υ 1668

西
暦

宝
永
６

宝
永
５

宝
永
５

宝
永
３

宝
永
２

元
禄
１４

元
禄
１２

元
禄
Ю

元
禄
９

一万
禄

５

ｒ星

早

５

と塁
早
２

寛
文
Ｈ

寛
文
８

和
暦

２３
号

８
号
Ш
号
６６
号
・４
号
３０
号
３３
号
２９
号
‐２
号
９５
号
‐３．
号
‐３３
号
・２９
号
‐２６
号

墓
石
番
号

Ａ

区
Ａ
区

Ｄ

区
Ａ
区

Ａ

区

Ｃ
区

Ａ
区

Ｃ
区

Ａ

区

八
反
田

北
斜
面

Ｆ
区

Ｅ
区

Ｆ
区

Ｆ

区

地

区

Ｅ
１
２

Ａ
１
２

Ｂ
１
１

Ａ

１
４

Ｂ

Ｉ
ｌ

Ａ

１
３

不
明

（上
部
欠
損
）

Ｂ

１
３

Ｂ
１
３

（下
部
突
起
有
）

Ａ

Ｉ

？

・

Ａ
１
１

Ａ

１
１

Ｂ

Ｉ
３

Ｂ

１
３

墓
石
形
式

9 8 7 36 35 6
図

面

高
０
・
７５
幅
０
・
２８
厚

０
・
２７

高
０
・
６９
幅
０
・
２４
厚

０
・
２３

高
０・５８幅
０・２８厚
囲

高
０
・
６９
幅
０
・
２８
厚

０
・
２‐

高
０
・
４８
幅

０
・
２２
厚

０
・
１．

高
０・９２幅
囲
厚
０・２２

局

(0.50)

幅
0.24

厚
0.15

高
０，７７幅
□
厚
０・２‐

高
０
・
６７
幅

０
・
２４
厚
０
・
１３

高
０
・
３７
幅
０
・
２８
厚

０
・
１８

高
０・６３幅
０，２‐厚
陣

高
０
・
５８
幅

０
・
２３
厚

０
・
１６

高
０
・
６２
幅
０
・
３０
厚
０
・
１８

高
０，６８幅
囲
厚
０・１９

墓
標
寸
法

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

蓮
華
文

正
面
文
様

男
性

男
性
女
性

女

性
男
性
男
性

男
性
男
性

男
性

?
男
性
女
性

女
性
男
性
性
別

成

人

成

人

成

人

子

供
子
供

成
人

成
人

成
人

成
人

?
成
人

成
人

成

人

成
人
年
齢

宝
永
六
年
丑

家
基
園
仙
居
士

六
月
十
六
日

宝
永
五
年
成
子
天

硝
幻
摯肇

宝
永
五
年
戊

心
　
智
應
妙
察
信
女
石
塔

子
十
月
七
日

宝
永
三
年
丙

拠
国
童
女
之
塚

戊
正
月
七
日

宝
永
二
乙
酉
天

心
　
香
栄
童
子

四
月
十
九
日

元
禄
十
型
Ｌ
天

心
　
香
山
無
相
上
座

七
月
二
日

元
禄
十
二
年
己

花
輪
春
日
禅
定
門
　
塔

卵
正
月
二
十
七
日

′い

霜松元
へ月山禄
十二全十

云::ご
意 門

元
禄
九
子

鶴
　
本
源
自
性
禅
定
門
塔

三
月
十
五
日

元
禄
五
壬

剋
　
秋
月
七
月

貞
享
五
政
辰

一　

夏
庵
涼
天
禅
定
門

七
月
十
七
日

貞
享
一
一乙
丑

心
　
妙
閑
禅
定
尼

十
二
月
十
二
日

七妙寛
月閑文
十禅十
二定一

日
星メ

塔

金

右

衛

門

母

寛
文
入
戒
申

囲

栄
口
益
上
座
之
塔

九
月
五
日

墓
碑

（正
面
）

右
側
面前
七
衛
門

右
側
面前
偉
左
衛
門

右
側
面押
川
治
衛
門
妻

左
側
面重
信
大
左
衛
門

墓
碑

（側
面
）

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻

字
刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻
字

刻

字
刻
字

刻
字

文
字
種

―-53-一



第 3節 土媛の調査

八反田・ナH子地区墓地群で検出された土墳は、55基である。地区別に見ると、A区42基、B区 3基、C

区 5基、D区 2基、E区 3基である。

l A区 の土墳

標高約40mに位置し、墓域の中で、最も広い面積を有する地区である。表土を除去すると、岩盤や岩

盤がブロック状に混じった土壌が現れ、土娠はそこから検出された。A区南側は造成上のような黒色土

が堆積している。墓地造成時に平坦にしたものか。土壊は、42基が検出されたが、墓石との対応が確認

できる土墳はない。

（吻
て
、＼

よ

八

面域物物

9

ヽ

ヽ

、

、

！

‐

‐

‐

！

―

‐

サ

■・― 墓石

□・・・台石のみ

物・・・新しい土墳,改葬済土墳

自文字・・・墓石番号

赤文字・・・土壌番号

♀           2.5          5pm

第38図 A区墓石 。上境配置図
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9・ 10号土境

A区西端で検出された。 9号土媛が10号土壊に切

られる。

9号土境の形状は、北側が残っていないが、隅丸

長方形の可能性が高い。残深は0.61mo N-9° ―Wを

主軸とする。人骨が床上locmの 高さで出土してい

る。副葬品の出土はない。

10号土渡は、長軸約1.5m短軸1.39mの 隅丸長方形

で、土壊の残深は1.04mを測る。N-21° ―Wを主軸と

する。人骨は、床面 5cmの高さで出土。遺物は貨

幣が 9枚出土。 1～ 6は床直上からセットで出土し

副葬品と思われる。すべて寛永通費である。 7～ 9

は約20cm上面から出上し、破片であるため、混入

と考えられる。このほか、鉄釘が出土している。

及び拓影図 (2/3) 計 9枚  8。 9は破片

0        05m

―

Ш00レ

第39図  9。 10号土境実測図 (1/30)
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第41図

O        05m

ll号土境実測図 (1/30)

% 欝
飴
暗
¨

古寛永銭 新寛永銭 寛永通費
詳細不明

新寛永銭 古寛永銭 寛永通賓
詳細不明

寛永通費
詳細不明

11号土境

10号土娠の東隣で検出され、南側の52号土崚を切る。土娠の形状は、長軸1.6m短軸1.5mの 隅丸方形

で、残深は0.88mを 測る。N-70° ―Eを主軸とする。人骨は出上していない。遺物は、床直上で貨幣 7枚

がセットで出土した。すべて寛永通費である。

12号土娠

11号土壊の東隣で検出された。土娠の形状は、長軸1.88m短軸1.75mの隅丸方形で、残深1.1lmを 測る。

寛永文銭
背文「文」?

古寛永銭 古寛永銭 寛永文銭
背文「文」

新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭

背文「 ?」

第42図 11号土
墳出土貨幣実測
図及び 拓 影 図
(2/3)計 7枚
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下

N-78° ―Eを 主軸 とす

る。土壊の中央、床面

直上で人骨が出土 し

た。遺物は、人骨の北

側で貨幣が 7枚セット

で出上した。すべて寛

永通費である。貨幣の

下部で木片が出土 し

た。

Ｅ

∽
．の
ω39.3m

第43図  12号土娠
実測図 (1/30)

13号土娠

A区の南寄 りで検出された。土媛の形状は、長軸1.32m短軸

1.18mの隅丸長方形で、残深は0.63mを 測る。N-28° ―Eを主軸と

する。床面から貨幣が 7枚セットで出上した。 1は開元通費、

2～ 7は寛永通費である。また、貨幣の周 りで、黒色の炭化物

様のものが出土している。人骨かどうかは、不明である。 (第

Ⅳ章第 1節参照)

0        05m

一鮎

39.8m 一員

12号土境

(ミ
)

貨継 /

13号土壊

―

第45図  13号土境実測図 (1/30)
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第46図  13号土娠出土貨幣実測図
2 5cm    及び拓影図 (2/3)計 7枚

14号土境

12号土壊と13号土娠の間で検出された。土壊の形状は、長軸

1.29m短軸 0。99mの 隅丸長方形で、残深は0.53mを測る。N―

10.5° ―Wを主軸とする。人骨の出土はなく、床面直上で貨幣 3

枚が出土した。すべて寛永通費である。

0        05m

第48図  14号土娠
出土貨幣拓影図

(2/3)  計3枚

∞
¨

開元通賓 寛永文銭
背文「文」

新寛永銭 新寛永銭 寛永更領

背文「文」
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ず十一議艤騨麟罐爾騒麟雑簸麟翡婢庁

ω
Φ

∞
ヨ

第47図  14号土境実測図 (1/30)

15号土墳

A区 南東で検出された。土媛 は、長軸

1,72m短軸 1.37mの 隅丸長方形で、残深は

0.8mを 測る。主軸はN-26.5° ―E方向。土壊の

中央、床面直上で人骨と貨幣が出土した。 7

枚セットで、 1枚は剥落したが、残りの 6枚

は繊維が付着していたため、密着した状態で

保存処理を施した。

踵屋置は繊維付着
0        2 5cm

第50図  15号土境出土貨幣実測図
及び拓影図 (2/3)計 7枚

―-58-一
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0        05m

第49図  15号土境実測図 (1/30)

16号土境

15号土娠の北側で検出された。東隣に位置する。30号土墳を切る。土娠の形状は、長軸1.59m短軸

1.07mの隅丸長方形で、残深は0.53mを 測る。土墳の主軸は、N-24° ―Eである。土娠北端、床面3cmの と

ころで、人骨が発見され、土竣中央、床面直上で 7枚セットの貨幣が出土。繊維が付着していたため、

密着した状態で、保存処理を施した。

第51図  16号土境実測図 (1/30)

ω
Ｏ

�
ヨ

0        05m

第52図  16号土渡出土貨幣実測図 (2/3)計 7枚
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0        05m

第53図  17号土境実測図 (1/30)

第54図  17号土墳出土
貨幣実測図及び

拓影図 (2/3)計 7枚

17号土境

13号土振の西隣で検出された。18号土媛、52号土娠を切る。

検出時は、18号土媛と区別が付かず、床面付近のみ、形状が

確認された。残存長軸1.2m短軸0,94mで、残深は0.55mを測る。

N-6.5° ―Wに主軸をとる。床面北側で、人骨が腐食したような

跡が確認された。床面直上で、貨幣が 7枚セットで出土した。

すべて寛永通費である。

0        05m

―

(1/30)

一-60-―

18号土壊

17号土壊とほぼ重なって検出された。17

号土娠に切られ、52号土娠を切る。土崚の

形状は、長軸1.34m短軸1.14mの 隅丸長方

形で、残深は、0.44mを測る。土壊の主軸

は、N―■
°‐Eである。遺物の出土はない。

人
骨
腐
食
痕

「‐‐一”〕、‐．ヽ

に
に
寛永支銭
背文「文」

寛永文銭
背文「文」

17・ 18号土境

諄 離蔚 る
第55図  18号土境実測図
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0        05m

第56図  19号土境実測図 (1/30)19号土渡

A区中央で検出された。土壊は、長軸1.38m

短軸1.39mの 隅丸方形で、残深0,7mである。床

面から約20cmの高さで、人骨が発見された。

床面直上から貨幣 7枚が繊維に覆われた状態で

で出土した。密着した状態で保存処理を施した。

第59図  20号上娠出土貨幣実測図 (2/3)計 7枚

0        2 5cm

第57図  19号土墳出土貨幣実測図 (2/3)計 7枚

39.5m

O        05m
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木片、下に貨幣
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20号土娠

-61-



20号土境

A区北側で検出された。土壊は、長軸1.52m短軸1.28mの 隅丸長方形で、残深0.65mを 測る。主軸は、

磁北をとる。床面直上で人骨及び木片が出上した。木片の下から、貨幣が 7枚セットで出土した。貨幣

は繊維に覆われていたため、そのままの状態で保存処理を施した。

第60図   21

0         05m

・ 22・ 23号土境実測図 (1/30)

21・ 22・ 23号土現雲

A区南東で切 り合って検出された。

古い順に21号土壊、22号土媛、23号土

墳である。

21号土墳の形状は、長軸1.67m短軸

0.85mの 隅丸長方形 を呈 し、残深

0.58mである。主軸は、N-49° ―Wを と

る。貨幣が 7枚出上した。 1～ 5の銅

銭のうち、 1～ 3は寛永通費、 4・ 5

は詳細不明である。 6・ 7は鉄銭で詳

細不明。他に鉄釘が出土している。

22号土渡の形状は、長軸1.24m短軸

0.76mの 隅丸長方形 を呈 し、残深

0。22mを 測る。主軸は、N-25° ―Eを と

る。人骨や遺物の出土はない。

23号土境の形状は、長軸121m+α 、

短軸1.25mの 隅丸長方形と考えられ、

主軸は、N-34° ―Eを とる。人骨や遺物

の出土はない。

一゙

、
一　
　
、
一

一

嬉
Ｆ
‐ヽ【ゝ

＼
21号土境

23号土壊

22号土墳

/

∞
飴 ¨
讐

古寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 詳細不明 詳細不明

21号土壊

21. 22. 23号 土境
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下

24号土境

24号土墳

A区中央で検出された。土壊北西部を新

しい土壊に切られる。24号土墳の形状は、

長軸1.45m短軸1.28mの 隅丸長方形で、残

深0.56mを測る。N-6° ―Eに主軸をとる。人

骨の出土はなく、土壊東側上面で、貨幣破

片が 1枚出上した。埋土に混入していたも

のと思われる。他に鉄釘が出上している。

I

25号土境実測図 (1/30)

軸1.75m短軸0.86mでの隅丸長方形である。

骨や遺物の出土はない。

26号土娠

A区北端で検出された。土壊は、長軸1.23m短軸

0.96mの 隅丸長方形で、残深0.45mを測る。主軸の

向きは、N‐30.5° ‐Eである。人骨の出土はない。

395m

0        05m

―
第62図  24号土境実測図 (1/30)

第63図  24号土渡出土
貨幣拓影図 (2/3)計 1枚

0    05m 25号土娠

A区北側で検出された。土境の形状は長

残深は0,39mを 測る。主軸の向きは、N‐85.5° ‐Eである。人

0        05m

第65図  26号土境実測図 (1/30)
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O         SCm

第66図 26号土境出土遺物実測図 (1/3)

陶磁器 5点が出上した (第66図・表 4)。 いずれも、土墳上位で出土しており、 1'3は、表土遺物と

接合している。副葬品ではなく、混入と考えられる。

0        2 5cm
0        05m                              

―
第68図  29号土境出土貨幣実測図 (2/3)計 7枚

席   ヽ

第67図 29号土境実測図 (1/30)

29号土境

A区南側、14号土媛と15号土壊の間で検出された。北側の41

号土崚、44号土墳、南側の42号土媛、50号土壊を切る。土壊の

形状は、長軸2.07m短軸1.75mの 隅丸長方形で、残深は1.07mを

測る。土壊の主軸はN‐ 1° ―Wを とる。床面直上と約10cm上位

で人骨が発見された。床面直上で、貨幣が 7枚のセットで出土

した。貨幣は、鉄錆が付着し、分解困難であったため、そのま

まの状態で、保存している。このほかに、鉄釘が出土している。

29号土壊



市

30号土境

A区東側で、16号

土壊に切られた状態

で検出された。土媛

の形状は、長軸1.3m

短軸0,98mの 隅丸長

方形で、残深0,64m

を測る。主軸をN―

23.5° ―Eに とる。土

媛の中央、床面直上

から人骨が発見され

た。土墳西側で

は、貨幣が 7枚

のセットで出土

し、すべて寛永

通費である。

31号土境

16号土壊
に切 られる

¨
∞
∞

寛永文銭
背文「文」

古寛永銭 古寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 古寛永銭 古寛永銭

0         05m

|ヨ

′

|

20号土媛の西側で検出された。32号土娠、33号土娠を切る。土媛は、長軸1.4m短軸1.29mの 隅丸長方

形を呈し、残深0.58mを測る。主軸は、N-14.5° 一W。 人骨は発見されない。貨幣19枚が出上した。

1～ 7は床面直上で出土し、副葬品と考え

られる。 1～ 6は繊維が付着していたため保

存処理を施した。 8～ 19は、土娠脇から出土 cr/5

/1i=/数
珠

貨幣

(1～ 7)

0          5cm    0          0 5m

雷鰹物緊詰掃a 第コ
ーー65-―

奪

./貨
幣

プ
ク

30号土渡

31号土境 第71図 31号土境実測図 (1/30)



Ⅷ

IⅧ

|

31号土境に切 られる

0        05m

第75図 32号土境実測図 (1/30)

32号土壊

31号土墳の西側に位置し、同土壊に切られる。土壊の形状は、長軸1.55m短軸0.95mの隅丸長方形を

呈し、残深0.6mを測る。土壊の主軸は、N-10° 一Wである。人骨や遺物の出土はなかった。

③
°
6

第73図  31号土渡出土

器 (第 72図・表

5)1点 と、数

珠玉 (第 73図・

表 5)37点が床

面直上で出土し

た。数珠玉はほ

ぼ同様のため、

1点のみ図化し

た。このほか、

鉄釘が出土して

ヤヽる。

ヽ

|

39.5m

第74図 31号土境出土貨幣実測図及び拓影図 (2/3)

31 ・ 32・ 33号土渡

32号土境
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0        05m

第76図  33号土境実測図 (1/30)

33号土壊

31号土壊の南側に位置し、同土娠に

切られる。土娠の形状は、長軸1.lm短

軸0。98mの隅丸長方形を呈する。残深

0.44m。 主軸は、N… 14° ‐Wである。人

骨は発見されず、土娠中央床面直上で、

陶磁器 1点 と銅製警 1点 (第77図・表 5)、

め、そのままの状態で保存処理を施した。

躍径電は繊維付着 1～ 7

(2/3)
計7枚

第78図 33号土渡出土貨幣実測図

I

卜で出上した。貨幣は繊維が付着していたた

34号土渡

A区東側で検出。土崚は、長軸1.46m

短軸0.99mの 隅九長方形を呈 し、残深

■25mを測る。主軸はN-47° ‐W。 土媛中

央、床面直上で人骨が発見された。頭骨

は、右耳が西、左耳が東、顔面が下を向

いていた。頭骨の北側で、貨幣が 7枚の

セットで出土した。すべて寛永通費であ

る。壁に刺さった状態のキセルが出土し

たが、土壊には伴わない。

0         5cm

0        2 5cm

第77図   31

貨幣が 7枚セッ

他に鉄釘出上。

39.5m

|

31号土境に1切 られる
u生 一
イ ~~~~

_仁
1貨孔σ/

33号土境

第77図  33号土境出土遺物実測図

幣
【け望く、貨＼

姦露二

第79図  34号土渡実測図 (1/30)
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古寛永銭 古寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭

SI
39.2m

0        05m

図 35号土墳
実測図 (1/30)

35号土境

20号土娠の東隣で

検出された。北側の

45号土壊を切 り、新

しい土媛に切られる。

土娠の形状は、長軸

1.26m短軸1.lmの隅

丸長方形で、残深

0.55mを測る。N-1°

―Wを主軸にとる。人

歯が土墳北側、床面

直上で発見された。

第31

左側の上歯と下歯が配列した状態で出土した。上歯が北側に、下歯が南側に位置し、前歯が西側に位

置する。このほか、鉄釘が出土している。

|ョ

合

36号土境

A区中央で検出された。土壊の形状は、長軸1.26m短

軸0,95mの 隅丸長方形で、残深0.55mを測る。土媛の主

軸は、N-9° ―Eである。人骨や遺物の出土はなかった。

39.5m

0        0 Sm

第32図  36号土境実測図 (1/30)

―-68-―



市

39.6m

0        05m

第85図  37号土渡出土
貨幣実測図及び

拓影図 (2/3)
計 3枚  8は破片

37号土境

16号土壊の西隣で検出された。上墳の形状は、長軸ユ.54m短

軸1.12mで 残深0.49mである。N-15° ―Wに主軸をとる。床面直

上で、人骨が発見された。北側に頭骨、南側に大腿骨が北に位

89⑦韓墜営m
第84図  37号土壊出土遺物実測図 (273)

騒逐団は繊維付着

Ⅷ

新寛永銭 古寛永銭 古寛永銭

Ｅ

Ｏ
．ｏ
ｏ

置する。大腿骨の北に 8枚セットの貨

幣が出土した。出土貨幣のうち、 1・

2と 3'4は繊維が付着していたため、

そのままの状態で保存処理を施した。

5～ 7は寛永通費、 8は破片のため詳

細は不明。さらに貨幣とともに、 2個

体が連なった数珠玉 (9)と 、銀色の

物質 (10)が出土し、貨幣がきらきらとラメをまぶしたような状態になっていた。分析の結果、この物

質は、鉱物片の可能性指摘される。他に鉄釘出土。
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0         5cm

第86図  38号土境出土遺物実測図 (1/3)

掛
欝

第83図 37号土境実測図 (1/30)

38号土境

|
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第87図  38号土境実測図 (1/30)



◇
期

③3 /
ー38号土境出土遺物実測図 (2/3)

e/貨
幣

38号土娠

A区北東端で検出された。土娠は、長軸1.45m短軸

0。95mの隅丸長方形を呈し、残深0.41mを 測る。N-76° ‐

Wが主軸である。陶磁器片が 2点出上し、■は床面から

約5cm上位で、12は土媛上面で確認された。このほか金

属製品が 2点出土した。13は鈴、14は容器片である。遺

物は、土媛に伴うものかは不明である。

―

39,7m

第89図  39号土境実測図 (1/30)

39号土境

A区南端で検出された。土娠の形状は、長軸1.57m短軸1.15m

の隅丸長方形で、残深0.45mで ある。主軸をN-2.5° ―Wに とる。貨幣が 7枚セッ

寛永通賓である。
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0        05m

39号土境

卜で出土した。 1～ 7は

斡 ∞
新寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 古寛永銭 新寛永銭 新寛永銭 古寛永銭

第90図  39号土
壌出土貨幣実
測図及び拓影
図 (2/3)
計 7枚
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